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(57)【要約】

【課題】異物等の影響があっても継続的に通信を行なう

技術を提供する。

【解決手段】送電側機器と受電側機器とを備える通信シ

ステムであって、送電側機器と受電側機器との間での送

電環境の変化を検出する検出部と、検出部により検出さ

れた送電環境の変化に基づいて送電出力値を制御する制

御部と、制御部により制御された送電出力値で、送電側

機器と受電側機器との間でデータを伝送する伝送部とを

備える。

【選択図】　図5



(2) JP  2015-154159  A   2015.8.24

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 送 電 側 機 器 と 受 電 側 機 器 と を 備 え る 通 信 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 前 記 送 電 側 機 器 と 前 記 受 電 側 機 器 と の 間 で の 送 電 環 境 の 変 化 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、

　 前 記 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 前 記 送 電 環 境 の 変 化 に 基 づ い て 送 電 出 力 値 を 制 御 す る 制

御 手 段 と 、

　 前 記 制 御 手 段 に よ り 制 御 さ れ た 前 記 送 電 出 力 値 で 、 前 記 送 電 側 機 器 と 前 記 受 電 側 機 器 と

の 間 で デ ー タ を 伝 送 す る 伝 送 手 段 と 、

　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 通 信 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 送 電 側 機 器 は 、 前 記 送 電 環 境 が 変 化 し た 後 、 前 記 デ ー タ の 伝 送 が 可 能 で あ る か 否 か

の 確 認 要 求 を 前 記 受 電 側 機 器 に 送 信 し 、

　 前 記 受 電 側 機 器 は 、 前 記 確 認 要 求 に 対 す る 応 答 を 前 記 送 電 側 機 器 へ 送 信 し 、

　 前 記 伝 送 手 段 は 、 前 記 送 電 側 機 器 が 前 記 応 答 を 受 信 し た 後 に デ ー タ を 伝 送 す る こ と を 特

徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 通 信 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 送 電 側 機 器 が 前 記 応 答 を 所 定 時 間 の 間 に 受 信 し な い 場 合 、 前 記 伝 送 手 段 に よ る 通 信

状 態 を 調 整 す る イ ン ピ ー ダ ン ス 調 整 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 2に 記 載

の 通 信 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 送 電 側 機 器 は 、 前 記 イ ン ピ ー ダ ン ス 調 整 手 段 に よ り 調 整 が 行 わ れ た 後 、 前 記 デ ー タ

の 伝 送 が 可 能 で あ る か 否 か の 確 認 要 求 を 前 記 受 電 側 機 器 に 再 度 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 3に 記 載 の 通 信 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 伝 送 手 段 は 、 前 記 送 電 側 機 器 と 前 記 受 電 側 機 器 と に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て お り 、

　 前 記 受 電 側 機 器 の 前 記 伝 送 手 段 は 、 前 記 送 電 側 機 器 か ら 送 電 さ れ た 電 力 に よ り 動 作 す る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1乃 至 4の 何 れ か 1項 に 記 載 の 通 信 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 送 電 側 機 器 は 、 前 記 受 電 側 機 器 が 非 接 触 充 電 に 対 応 し て い る こ と を 認 証 し た 後 に 、

前 記 受 電 側 機 器 へ の 送 電 を 開 始 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1乃 至 5の 何 れ か 1項 に 記 載 の

通 信 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 受 電 側 機 器 が 前 記 検 出 手 段 を 備 え て お り 、

　 前 記 検 出 手 段 は 、 前 記 受 電 側 機 器 の 受 電 電 力 値 に 基 づ い て 前 記 送 電 環 境 の 変 化 を 検 出 す

る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1乃 至 6の 何 れ か 1項 に 記 載 の 通 信 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 送 電 側 機 器 が 前 記 検 出 手 段 を 備 え て お り 、

　 前 記 検 出 手 段 は 、 前 記 受 電 側 機 器 の 受 電 電 力 値 に 基 づ い て 前 記 送 電 環 境 の 変 化 を 検 出 す

る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1乃 至 6の 何 れ か 1項 に 記 載 の 通 信 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 送 電 環 境 の 変 化 が 検 出 さ れ た 後 に 、 前 記 伝 送 手 段 に よ り 伝 送 す べ き デ ー タ が な い 場

合 、 前 記 送 電 側 機 器 は 前 記 受 電 側 機 器 へ の 送 電 を 停 止 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1乃 至 8

の 何 れ か 1項 に 記 載 の 通 信 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 検 出 手 段 は 、 前 記 送 電 環 境 の 変 化 に よ り 前 記 送 電 側 機 器 と 前 記 受 電 側 機 器 と の 間 に

異 物 が 存 在 す る こ と を 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1乃 至 9の 何 れ か 1項 に 記 載 の 通 信

シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 検 出 手 段 に よ り 前 記 異 物 の 存 在 が 検 出 さ れ た 場 合 、 前 記 異 物 の 存 在 を 警 告 す る 警 告

手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 10に 記 載 の 通 信 シ ス テ ム 。
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【 請 求 項 １ ２ 】

　 送 電 側 機 器 と 受 電 側 機 器 と を 備 え る 通 信 シ ス テ ム の 制 御 方 法 で あ っ て 、

　 検 出 手 段 が 、 前 記 送 電 側 機 器 と 前 記 受 電 側 機 器 と の 間 で の 送 電 環 境 の 変 化 を 検 出 す る 工

程 と 、

　 制 御 手 段 が 、 前 記 検 出 さ れ た 前 記 送 電 環 境 の 変 化 に 基 づ い て 送 電 出 力 値 を 制 御 す る 工 程

と 、

　 伝 送 手 段 が 、 前 記 制 御 さ れ た 前 記 送 電 出 力 値 で 、 前 記 送 電 側 機 器 と 前 記 受 電 側 機 器 と の

間 で デ ー タ を 伝 送 す る 工 程 と 、

　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 通 信 シ ス テ ム の 制 御 方 法 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 他 の 通 信 装 置 へ 送 電 を 行 う 通 信 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 他 の 通 信 装 置 と の 間 で の 送 電 環 境 の 変 化 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、

　 前 記 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 前 記 送 電 環 境 の 変 化 に 基 づ い て 送 電 出 力 値 を 制 御 す る 制

御 手 段 と 、

　 前 記 制 御 手 段 に よ り 制 御 さ れ た 前 記 送 電 出 力 値 で 、 前 記 他 の 通 信 装 置 へ デ ー タ を 伝 送 す

る 伝 送 手 段 と 、

　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 通 信 装 置 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 他 の 通 信 装 置 へ 送 電 を 行 う 通 信 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、

　 検 出 手 段 が 、 前 記 他 の 通 信 装 置 と の 間 で の 送 電 環 境 の 変 化 を 検 出 す る 工 程 と 、

　 制 御 手 段 が 、 前 記 検 出 さ れ た 前 記 送 電 環 境 の 変 化 に 基 づ い て 送 電 出 力 値 を 制 御 す る 工 程

と 、

　 伝 送 手 段 が 、 前 記 制 御 さ れ た 前 記 送 電 出 力 値 で 、 前 記 他 の 通 信 装 置 へ デ ー タ を 伝 送 す る

工 程 と 、

　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 通 信 装 置 の 制 御 方 法 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 請 求 項 14に 記 載 の 通 信 装 置 の 制 御 方 法 の 各 工 程 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の プ ロ

グ ラ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 通 信 シ ス テ ム 、 通 信 装 置 、 そ れ ら の 制 御 方 法 お よ び プ ロ グ ラ ム に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 近 年 、 ス マ ー ト フ ォ ン 等 の 携 帯 デ バ イ ス に 近 接 無 線 通 信 の NFC（ Near Field Com municat

ion） が 内 蔵 さ れ て き て い る 。 ま た 、 NFCを 内 蔵 し た 携 帯 デ バ イ ス 等 の 機 器 に 対 し て 無 線 電

力 伝 送 技 術 を 用 い て 非 接 触 で 充 電 す る シ ス テ ム が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 1で は 、 送 電 装 置 と 受 電 装 置 と の に 異 物 が 混 入 さ れ た 場 合 に 送 電 を 停 止 す る こ

と が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 2で は 、 冷 蔵 庫 の 本 体 （ 送 電 側 ） と 扉 （ 受 電 側 ） 間 の 無 線

電 力 伝 送 に お い て 、 送 電 側 と 受 電 側 の 間 に 異 物 が 検 出 さ れ る と 送 電 を 停 止 す る と 共 に 、 扉

の 開 閉 状 態 の 検 出 部 を 本 体 に 設 け 、 扉 の 開 閉 状 態 に よ っ て 異 物 を 取 り 除 く よ う な 通 知 を 本

体 側 で 行 な う こ と が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 3で は 、 充 電 期 間 中 に 送 電 側 に お い て 受 電

側 か ら の 受 電 確 認 信 号 を 所 定 時 間 内 に 受 信 で き な い 時 は 送 電 を 停 止 す る こ と が 開 示 さ れ て

い る 。 ま た 特 許 文 献 4で は 、 受 電 側 で 電 力 を 多 く 受 け ら れ る よ う に 送 電 側 で イ ン ピ ー ダ ン

ス を 調 整 す る こ と が 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2003-131771号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2001-128391号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 2003-347965号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 2002-078247号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 1乃 至 特 許 文 献 4に 記 載 の 技 術 で は 、 送 電 側 機 器 と 受 電 側 機 器 の

間 に 異 物 が あ る こ と が 検 出 さ れ た 場 合 、 送 電 が 完 全 に 停 止 さ れ て い る 。 送 電 を 完 全 に 停 止

し て し ま う と NFC通 信 が 一 切 行 え な く な り 、 異 物 が 除 去 さ れ る ま で は NFC通 信 を 再 開 す る こ

と が で き な い 。 ま た 、 無 線 通 信 環 境 の 面 に お い て も 、 異 物 の 影 響 に よ り NFC通 信 が 正 常 に

行 え な く な っ て し ま う 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 上 記 の 課 題 に 鑑 み 、 本 発 明 は 、 異 物 等 の 影 響 が あ っ て も 継 続 的 に 通 信 を 行 な う 技 術 を 提

供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 に 係 る 通 信 シ ス テ ム は 、

　 送 電 側 機 器 と 受 電 側 機 器 と を 備 え る 通 信 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 前 記 送 電 側 機 器 と 前 記 受 電 側 機 器 と の 間 で の 送 電 環 境 の 変 化 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、

　 前 記 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 前 記 送 電 環 境 の 変 化 に 基 づ い て 送 電 出 力 値 を 制 御 す る 制

御 手 段 と 、

　 前 記 制 御 手 段 に よ り 制 御 さ れ た 前 記 送 電 出 力 値 で 、 前 記 送 電 側 機 器 と 前 記 受 電 側 機 器 と

の 間 で デ ー タ を 伝 送 す る 伝 送 手 段 と 、

　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 異 物 等 の 影 響 が あ っ て も 継 続 的 に 通 信 を 行 な う こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 通 信 シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 す 図 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 通 信 シ ス テ ム の 動 作 説 明 図 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 1実 施 形 態 に 係 る 送 電 側 機 器 （ 通 信 装 置 ） の ブ ロ ッ ク 構 成 図 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 1実 施 形 態 に 係 る 受 電 側 機 器 （ 他 の 通 信 装 置 ） の ブ ロ ッ ク 構 成 図 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 1実 施 形 態 に 係 る 送 電 側 機 器 と 受 電 側 機 器 と の 間 に 異 物 が 混 入 さ れ た

場 合 の 処 理 シ ー ケ ン ス 図 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 1実 施 形 態 に 係 る 送 電 側 機 器 と 受 電 側 機 器 と の 間 に 異 物 が 混 入 さ れ た

場 合 の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に 係 る 異 物 検 出 を 受 電 電 圧 で 行 う 場 合 の 送 電 側 機 器 の ブ ロ

ッ ク 構 成 図 。

【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に 係 る 異 物 検 出 を 受 電 電 圧 で 行 う 場 合 の 受 電 側 機 器 の ブ ロ

ッ ク 構 成 図 。

【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に 係 る 送 電 側 機 器 と 受 電 側 機 器 と の 間 に 異 物 が 混 入 さ れ た

場 合 の 処 理 シ ー ケ ン ス 図 。

【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に 係 る 送 電 側 機 器 と 受 電 側 機 器 と の 間 に 異 物 が 混 入 さ れ

た 場 合 の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。

【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 3実 施 形 態 に 係 る 異 物 検 出 を 受 電 電 圧 で 行 う 場 合 の 送 電 側 機 器 の ブ

ロ ッ ク 構 成 図 。

【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 3実 施 形 態 に 係 る 送 電 側 機 器 と 受 電 側 機 器 と の 間 に 異 物 が 混 入 さ れ

た 場 合 の 処 理 シ ー ケ ン ス 図 。

【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 3実 施 形 態 に 係 る 送 電 側 機 器 と 受 電 側 機 器 と の 間 に 異 物 が 混 入 さ れ
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た 場 合 の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 述 す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 （ 第 1実 施 形 態 ）

　 ＜ 1． 通 信 シ ス テ ム の 構 成 及 び 動 作 説 明 ＞

　 図 1は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 通 信 シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 1に お い て

、 101は 送 電 側 機 器 、 102は 受 電 側 機 器 、 103は 金 属 等 の 異 物 で あ る 。 ま た 、 送 電 側 機 器 101

と 受 電 側 機 器 102と の 間 で は NFCに よ る 非 接 触 で の 無 線 通 信 が 行 わ れ る 。 な お 、 周 波 数 は 13

.56M Hzを 使 用 し て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 図 2は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 通 信 シ ス テ ム の 動 作 説 明 図 で あ る 。 201及 び 203の T1

の 期 間 で は 、 送 電 側 機 器 101か ら の 出 力 0.1Wの 小 出 力 レ ベ ル で の NFC通 信 に よ り 、 送 電 側 機

器 101は 受 電 側 機 器 102と 通 信 す る 。 受 電 側 機 器 102で は 、 送 電 側 機 器 101か ら 受 電 し た 電 力

で NFC通 信 の た め の NFC回 路 を 動 作 さ せ 、 NFC回 路 の 中 に 実 装 さ れ て い る 負 荷 変 調 回 路 に よ

り 、 送 電 側 機 器 101か ら の 小 出 力 レ ベ ル の 信 号 に よ り 発 生 し た 磁 界 を 変 化 さ せ る こ と で 通

信 を 行 な う 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 202及 び 204の T2の 期 間 で は 、 送 電 側 機 器 101か ら 出 力 5Wの 出 力 レ ベ ル で 受 電 側 機

器 102に 対 し て 送 電 を 行 い 、 受 電 側 機 器 102を 充 電 す る 。 204以 降 は 、 同 様 に 充 電 の た め の

送 電 を 停 止 す る ま で 、 出 力 0.1Wの 出 力 レ ベ ル に よ る NFC通 信 、 出 力 5Wの 出 力 レ ベ ル に よ る

送 電 の 動 作 を 繰 り 返 す 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ＜ 2． 送 電 側 機 器 及 び 受 電 側 機 器 の ブ ロ ッ ク 構 成 ＞

　 ま ず 図 3を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 1実 施 形 態 に 係 る 送 電 側 機 器 101（ 通 信 装 置 ） の ブ ロ ッ

ク 構 成 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 3に お い て 、 301は 交 流 の 出 力 を 発 生 す る 送 電 部 で あ る 。 302は NFC通 信 を 行 な う た め に

必 要 な 機 能 が 内 蔵 さ れ た NFCチ ッ プ で あ り 伝 送 部 と し て 機 能 す る 。 NFCチ ッ プ 302は NFC通 信

で 必 要 な 出 力 を 送 電 す る 機 能 も 有 し て い る 。 303は NFCチ ッ プ 302に よ る 通 信 で 必 要 な 高 周

波 特 性 を 調 整 す る た め の イ ン ピ ー ダ ン ス 調 整 部 で あ る 。 304は 送 電 部 301と NFCチ ッ プ 302と

の 接 続 経 路 を 選 択 し て 切 替 え る 切 替 部 で あ る 。 305は NFC通 信 及 び 送 電 を 行 な う た め の ア ン

テ ナ で あ る 。 306は 送 電 側 機 器 101と 受 電 側 機 器 102と の 間 の 送 電 環 境 の 変 化 （ ひ い て は 異

物 の 存 在 ） を 検 出 す る 異 物 検 出 部 で あ る 。 異 物 検 出 部 306は 、 例 え ば 受 電 側 機 器 102か ら 充

電 に 必 要 な 受 電 電 力 値 が 実 現 で き て い な い 旨 の 通 知 を 受 け る こ と で 異 物 の 存 在 を 検 出 す る

。 あ る い は 第 3実 施 形 態 で 後 述 す る よ う に 受 電 側 機 器 102に お け る 受 電 電 力 を 使 用 し て 異 物

の 存 在 を 検 出 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 307は 送 電 部 301、 NFCチ ッ プ 302、 イ ン ピ ー ダ ン ス 調 整 部 303、 切 替 部 304の 制 御 及 び デ ー

タ 処 理 を 行 な い 、 異 物 検 出 部 306か ら は 異 物 検 出 情 報 を 受 信 す る Host制 御 部 で あ る 。 308は

Host制 御 部 307が 制 御 に 必 要 な デ ー タ を 格 納 す る メ モ リ で あ る 。 309は NFC通 信 を 行 な う デ

ー タ に つ い て 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 実 行 、 処 理 す る 本 体 部 （ 図 示 せ ず ） と の イ ン タ ー フ ェ

イ ズ を 行 な う ア プ リ イ ン タ ー フ ェ イ ス 部 で あ る 。 310は 各 種 表 示 を 行 な う 表 示 部 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 次 に 図 4を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 1実 施 形 態 に 係 る 受 電 側 機 器 102（ 他 の 通 信 装 置 ） の ブ

ロ ッ ク 構 成 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 4に お い て 、 401は 受 信 し た 交 流 信 号 を 整 流 し て 直 流 電 圧 に 変 換 す る 受 電 部 で あ る 。 40

2は 受 電 部 401か ら の 入 力 し た 電 源 を 使 用 し て 充 電 制 御 を 行 な う 充 電 制 御 部 で あ る 。 403は
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充 電 制 御 部 402に よ り 充 電 さ れ る 電 池 で あ る 。 404は 受 電 部 401で 受 電 し た 受 電 電 圧 を デ ジ

タ ル 信 号 に 変 換 す る A/D変 換 器 で あ る 。 405は NFC通 信 を 行 な う た め に 必 要 な 機 能 が 内 蔵 さ

れ た NFCチ ッ プ で あ り 伝 送 部 と し て 機 能 す る 。 NFCチ ッ プ 405は NFC通 信 で 必 要 な 電 源 を NFC

通 信 の 際 に 受 信 し た 信 号 か ら 生 成 す る 。 ま た 、 受 信 し た 信 号 に つ い て 負 荷 の O N／ OFFに よ

り 変 調 を 行 な う 負 荷 変 調 に よ っ て 、 通 信 相 手 で あ る 送 電 側 機 器 101と 通 信 を 行 な う 。 406は

受 電 部 401と NFCチ ッ プ 405と の 接 続 経 路 を 選 択 し て 切 替 え る 切 替 部 で あ る 。 407は NFC通 信

及 び 受 電 を 行 な う ア ン テ ナ で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 408は 受 電 部 401、 NFCチ ッ プ 405、 切 替 部 406の 制 御 及 び デ ー タ 処 理 を 行 な い 、 A/D変 換 器

404か ら 受 電 電 圧 の デ ジ タ ル 値 を 受 信 す る Host制 御 部 で あ る 。 409は Host制 御 部 408が 制 御

に 必 要 な デ ー タ を 格 納 す る メ モ リ で あ る 。 410は NFC通 信 を 行 な う デ ー タ に つ い て 、 ア プ リ

ケ ー シ ョ ン を 実 行 、 処 理 す る 本 体 部 （ 図 示 せ ず ） と の イ ン タ ー フ ェ イ ズ を 行 な う ア プ リ イ

ン タ ー フ ェ イ ス 部 で あ る 。 411は 各 種 表 示 を 行 な う 表 示 部 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ＜ 3． 異 物 が 混 入 さ れ た 場 合 の 処 理 ＞

　 以 下 、 図 5お よ び 図 6を 参 照 し て 、 異 物 が 混 入 さ れ た 場 合 の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 図 5

は 、 本 発 明 の 第 1実 施 形 態 に 係 る 送 電 側 機 器 101と 受 電 側 機 器 102と の 間 に 異 物 が 混 入 さ れ

た 場 合 の 対 応 処 理 シ ー ケ ン ス で あ る 。 図 6は 、 本 発 明 の 第 1実 施 形 態 に 係 る 送 電 側 機 器 101

と 受 電 側 機 器 102と の 間 に 異 物 が 混 入 さ れ た 場 合 の 対 応 処 理 の 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト

で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 送 電 側 機 器 101は 、 定 期 的 に 受 電 側 機 器 102が 置 か れ た こ と を 検 出 す る た め に リ ク エ ス ト

信 号 を 送 信 す る （ F501） 。 受 電 側 機 器 102は 、 切 替 部 304に よ り NFCチ ッ プ 405と の 接 続 経 路

へ の 切 り 替 え を 行 い 、 NFC通 信 が で き る 状 態 で 送 電 側 機 器 101の 上 に 設 置 さ れ る 。 受 電 側 機

器 102が 送 電 側 機 器 101の 上 に 置 か れ た 場 合 （ S601） 、 受 電 側 機 器 102は 送 電 側 機 器 101へ 応

答 信 号 を 送 信 す る （ F502、 S602） 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 次 に 、 NFC通 信 に 必 要 な パ ラ メ ー タ 交 換 を NFCデ ー タ 通 信 に よ り 実 施 す る （ F503、 S603）

。 そ し て 、 受 電 側 機 器 102が 非 接 触 充 電 に 対 応 し て い る 機 器 か 否 か を 認 証 す る 電 力 伝 送 認

証 を 行 な う （ F504、 S604） 。 電 力 伝 送 認 証 を パ ス す る と 非 接 触 充 電 に 必 要 な パ ラ メ ー タ 交

換 を 行 な う （ F505、 S605） 。 パ ラ メ ー タ 交 換 後 、 送 電 側 機 器 101は 、 切 替 部 304に よ り 送 電

部 301と の 接 続 経 路 へ の 切 り 替 え を 行 い 、 送 電 部 301か ら 0.5Wの 小 出 力 で 送 電 を 開 始 す る （

F506、 S606） 。 受 電 側 機 器 102は 、 切 替 部 406に よ り 受 電 部 401と の 接 続 経 路 へ の 切 り 替 え

を 行 い 、 受 電 部 401で の 受 電 電 力 を A/D変 換 器 404に よ り デ ジ タ ル 値 に 変 換 し て Host制 御 部 4

08に 送 る 。 Host制 御 部 408は こ の 受 電 時 の 電 力 値 (Rx1)を メ モ リ 409の 所 定 の エ リ ア に 格 納

す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 そ し て 、 送 電 側 機 器 101が 受 電 電 力 値 の 要 求 を 受 電 側 機 器 102へ 送 信 す る と （ F507、 S607

） 、 受 電 側 機 器 102は 、 要 求 に 対 す る 応 答 と し て 、 メ モ リ 409に 格 納 し て い る 受 電 時 の 電 力

値 （ Rx1） を 送 電 側 機 器 101へ 送 信 す る （ F508、 S608） 。 送 電 側 機 器 101は 、 受 電 電 力 値 （ R

x1） に 基 づ い て 、 受 電 側 機 器 102へ 到 達 す る ま で の 電 力 損 失 量 を 算 出 し 、 受 電 側 機 器 102で

必 要 な 電 力 値 に 対 し て 、 必 要 な 送 電 出 力 値 を 算 出 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 次 に 、 受 電 側 機 器 102は 、 電 池 403の 充 電 に 必 要 な 受 電 電 力 で あ る 送 電 出 力 値 （ Tx1） で

の 送 電 を 送 電 側 機 器 101に 対 し て 要 求 す る （ F509、 S609） 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 送 電 側 機 器 101は 、 当 該 要 求 を 受 信 す る と 、 要 求 さ れ た 大 出 力 で あ る 送 電 出 力 値 (Tx1)で

の 送 電 を 所 定 時 間 T2（ 図 2の T2） 行 う （ F510、 S610） 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 次 に 、 送 電 側 機 器 101は 、 切 替 部 304に よ り NFCチ ッ プ 302と の 接 続 経 路 へ の 切 り 替 え を 行
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う 。 受 電 側 機 器 102は 、 切 替 部 406に よ り NFCチ ッ プ 405と の 接 続 経 路 へ の 切 り 替 え を 行 う 。

こ れ に よ り NFC通 信 が 可 能 に な る （ 以 降 、 接 続 経 路 の 切 り 替 え の 説 明 は 省 略 す る ） 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 受 電 側 機 器 102は 再 度 、 電 池 403の 充 電 に 必 要 な 受 電 電 力 で あ る 送 電 出 力 値 （ Tx1） で の

送 電 を 送 電 側 機 器 101に 対 し て 要 求 す る （ F511、 S611） 。 次 に 、 NFC通 信 に よ る デ ー タ 通 信

を 、 図 2の T1期 間 の 間 行 う （ F512、 S612） 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 次 に 、 送 電 側 機 器 101は 、 再 度 、 切 替 部 304に よ り 送 電 部 301と の 接 続 経 路 へ の 切 り 替 え

を 行 う 。 そ し て 受 電 側 機 器 102は 、 切 替 部 406に よ り 受 電 部 401と の 接 続 経 路 へ の 切 り 替 え

を 行 う 。 こ れ に よ り 充 電 状 態 に し 、 送 電 側 機 器 101は 要 求 を 受 信 す る と 、 要 求 さ れ た 大 出

力 で あ る 送 電 出 力 値 (Tx1)で の 送 電 を 所 定 時 間 T2（ 図 2の T2） 行 う （ F513、 S613） 。 以 降 、

NFC通 信 と 送 電 と を 交 互 に 切 り 替 え る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 送 電 期 間 中 ま た は NFC通 信 期 間 中 に 送 電 側 機 器 101の 上 に 金 属 物 等 の 異 物 が 置 か れ 、 送 電

期 間 T2に 移 行 し た 場 合 （ F514、 S614） 、 送 電 側 機 器 101の 異 物 検 出 部 306が 異 物 を 検 出 す る

（ S615） 。 送 電 側 機 器 101は 、 異 物 検 出 後 、 切 替 部 304に よ り NFCチ ッ プ 302と の 接 続 経 路 へ

の 切 り 替 え を 行 う 。 受 電 側 機 器 102は 、 異 物 検 出 後 、 次 の NFC通 信 期 間 に な っ た 時 に 、 切 替

部 406に よ り NFCチ ッ プ 405と の 接 続 経 路 へ の 切 り 替 え を 行 う 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 な お 、 送 電 期 間 T2中 に 送 電 側 機 器 101が 切 替 部 304に よ り NFCチ ッ プ 302の 接 続 経 路 へ の 切

り 替 え を 行 う た め 、 受 電 側 機 器 102は 送 電 部 301か ら の 送 電 を 受 電 で き な く な り 、 受 電 部 40

1で の 受 電 電 力 値 が 低 下 す る 。 そ の た め 、 送 電 期 間 T1の 間 に 受 電 電 力 値 が 大 き く 低 下 し た

場 合 に 異 物 が 混 入 さ れ た も の と 判 定 し 、 切 替 部 406に よ り NFCチ ッ プ 405と の 接 続 経 路 へ の

切 り 替 え を 行 う よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 送 電 側 機 器 101は 、 NFC通 信 に よ り 、 異 物 が 置 か れ た 後 で も NFC通 信 が 可 能 で あ る か 確 認

す る た め に 受 電 側 機 器 102に 対 し て 、 NFC通 信 可 否 の 確 認 要 求 を 送 信 す る （ F515、 S616） 。

受 電 側 機 器 102は 、 当 該 要 求 を 受 信 す る と 、 NFC通 信 が 可 能 で あ る こ と を 示 す 応 答 を 送 電 側

機 器 101へ 送 信 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 送 電 側 機 器 101は 、 受 電 側 機 器 102か ら の 応 答 を 受 信 す る ま で 所 定 時 間 待 ち （ S617） 、 所

定 時 間 の 間 に 応 答 が な い 場 合 す な わ ち 応 答 が タ イ ム ア ウ ト し た 場 合 は 、 イ ン ピ ー ダ ン ス 調

整 部 303に よ り 、 NFC通 信 の 通 信 状 態 が 最 良 に な る よ う に 調 整 を 行 な う （ F516、 S618） 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 次 に 、 送 電 側 機 器 101は 、 受 電 側 機 器 102に 対 し て NFC通 信 可 否 の 確 認 要 求 を 再 度 送 信 す

る （ F517、 S619） 。 送 電 側 機 器 101は 、 再 度 受 電 側 機 器 102か ら の 応 答 を 受 信 す る の を 所 定

時 間 待 ち （ S518、 S620） 、 所 定 時 間 の 間 に 応 答 が な い 場 合 は 処 理 を 終 了 し て 、 表 示 部 310

に エ ラ ー 表 示 を 行 な う 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は イ ン ピ ー ダ ン ス 調 整 と イ ン ピ ー ダ ン ス 調 整

後 の NFC通 信 可 否 の 確 認 は 1回 行 う 動 作 を 説 明 し た が 、 送 電 側 機 器 101が 受 電 側 機 器 102か ら

応 答 を 受 信 し て い な い 場 合 、 再 度 、 イ ン ピ ー ダ ン ス 調 整 と NFC通 信 可 否 の 確 認 を 複 数 回 実

施 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 S617ま た は S620に お い て 、 送 電 側 機 器 101が 受 電 側 機 器 102か ら 応 答 を 受 信 し た 場 合 、 Ho

st制 御 部 307は 、 NFC通 信 に よ る デ ー タ 通 信 を 行 な う 必 要 が あ る デ ー タ が 存 在 す る か 否 か を

判 定 し （ S621） 、 通 信 す べ き デ ー タ が 無 い 場 合 は 処 理 を 終 了 し 、 表 示 部 310に 異 物 が 置 か

れ た 旨 の 警 告 を 表 示 す る 。 一 方 、 通 信 す べ き デ ー タ が 有 る 場 合 は 、 NFC通 信 に よ り デ ー タ

通 信 を 行 な っ た 後 （ S519、 S622） 、 処 理 を 終 了 し て 、 表 示 部 310に 異 物 が 置 か れ た 旨 の 警

告 を 表 示 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 送 電 期 間 中 に 異 物 を 検 出 し て も 、 送 電 を 完
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全 に 停 止 す る の で は な く 、 NFC通 信 が 可 能 な よ う に 通 信 環 境 を 適 応 さ せ て 、 NFC通 信 に よ る

デ ー タ 通 信 を 実 行 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 （ 第 2実 施 形 態 ）

　 第 2実 施 形 態 で は 、 受 電 側 機 器 102に お け る 受 電 電 力 を 使 用 し て 、 受 電 側 機 器 102で 異 物

検 出 を 行 う 場 合 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま ず 図 7を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に 係 る 送 電 側 機 器 101の ブ ロ ッ ク 構 成 の 一 例

に つ い て 説 明 す る 。 図 7の 送 電 部 701～ 表 示 部 709の 各 構 成 要 素 は 、 図 3か ら 異 物 検 出 部 306

を 削 除 し た も の で あ る 。 各 構 成 要 素 は 図 3に お け る 対 応 す る 構 成 要 素 と 同 様 の 機 能 を 有 す

る た め 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 次 に 図 8を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に 係 る 受 電 側 機 器 102の ブ ロ ッ ク 構 成 の 一 例

に つ い て 説 明 す る 。 図 8の 受 電 部 801～ 表 示 部 811の 各 構 成 要 素 は 、 図 4の 対 応 す る 構 成 と 同

様 の 機 能 を 有 す る た め 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。 た だ し 、 図 8で は NFCチ ッ プ 804と A/D変 換 器

805と が 接 続 さ れ て い る 点 が 図 4の 構 成 と は 異 な っ て お り 、 A/D変 換 器 805は 受 電 部 801で 受

電 し た 受 電 電 力 を デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 機 能 に 加 え て 、 NFCチ ッ プ 804で 受 電 し た 受 電 電

力 を デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 機 能 も 有 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 以 下 、 図 9お よ び 図 10を 参 照 し て 、 異 物 が 混 入 さ れ た 場 合 の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 図 9

は 、 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に 係 る 送 電 側 機 器 101と 受 電 側 機 器 102と の 間 に 異 物 が 混 入 さ れ

た 場 合 の 対 応 処 理 シ ー ケ ン ス で あ る 。 図 10は 、 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に 係 る 送 電 側 機 器 101

と 受 電 側 機 器 102と の 間 に 異 物 が 混 入 さ れ た 場 合 の 対 応 処 理 の 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト

で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 送 電 側 機 器 101は 定 期 的 に 受 電 側 機 器 102が 置 か れ た こ と を 検 出 す る た め に リ ク エ ス ト 信

号 を 送 信 す る （ F901） 。 受 電 側 機 器 102は 、 切 替 部 806に よ り NFCチ ッ プ 804と の 接 続 経 路 へ

の 切 替 を 行 い 、 NFC通 信 が で き る 状 態 で 、 送 電 側 機 器 101の 上 に 設 置 さ れ る 。 受 電 側 機 器 10

2が 送 電 側 機 器 101の 上 に 置 か れ た 場 合 （ S1001） 、 応 答 信 号 を 送 信 す る （ F902、 S1002） 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 次 に 、 NFC通 信 に 必 要 な パ ラ メ ー タ 交 換 を NFCデ ー タ 通 信 に よ り 実 施 す る （ F903、 S1003

） 。 そ し て 、 受 電 側 機 器 102が 非 接 触 充 電 に 対 応 し て い る 機 器 か 否 か を 認 証 す る 電 力 伝 送

認 証 を 行 な う （ F904、 S1004） 。 こ の 時 、 受 電 側 機 器 102は NFCチ ッ プ 804で の 受 電 電 力 を A/

D変 換 器 805で デ ジ タ ル 値 に 変 換 し て Host制 御 部 808に 送 る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 電 力 伝 送 認 証 を パ ス す る と 、 Host制 御 部 808は 、 当 該 デ ジ タ ル 値 (Rauth1)を メ モ リ 809の

所 定 の エ リ ア に 格 納 す る （ S1005） 。 そ し て 、 非 接 触 充 電 に 必 要 な パ ラ メ ー タ 交 換 を 行 な

う （ F905、 S1006） 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 電 力 伝 送 認 証 時 に お け る 受 電 側 機 器 102で の 受

電 電 力 を 記 憶 し て い る が 、 パ ラ メ ー タ 交 換 時 に お け る 受 電 電 力 を 記 憶 し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 パ ラ メ ー タ 交 換 後 、 送 電 側 機 器 101は 、 切 替 部 704に よ り 送 電 部 701と の 接 続 経 路 へ の 切

替 を 行 い 、 送 電 部 701よ り 0.5Wの 小 出 力 で 送 電 す る （ F906、 S1007） 。 受 電 側 機 器 102は 、

切 替 部 806に よ り 受 電 部 801と の 接 続 経 路 へ の 切 り 替 え を 行 い 、 受 電 部 801で の 受 電 電 力 を A

/D変 換 器 805に よ り デ ジ タ ル 値 に 変 換 し て Host制 御 部 808に 送 る 。 Host制 御 部 808は こ の 値 (

Rx1)を メ モ リ 809の 所 定 の エ リ ア に 格 納 す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 そ し て 、 送 電 側 機 器 101が 受 電 電 力 値 の 要 求 を 受 電 側 機 器 102に 送 信 す る と （ F907、 S100

8） 、 受 電 側 機 器 102は 、 メ モ リ 809に 格 納 し て あ る 受 電 時 の 電 力 値 （ Rx1） を 送 電 側 機 器 10

1へ 送 信 す る （ F908、 S1009） 。 送 電 側 機 器 101は 、 受 電 電 力 値 （ Rx1） に 基 づ い て 、 受 電 側

機 器 102に 到 達 す る ま で の 間 の 電 力 損 失 量 を 算 出 し 、 受 電 側 機 器 102に 要 求 さ れ る 電 力 値 に
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対 し て 、 必 要 な 送 電 出 力 値 を 算 出 す る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 次 に 、 受 電 側 機 器 102は 、 電 池 803の 充 電 に 必 要 な 受 電 電 力 で あ る 送 電 出 力 値 （ Tx1） で

の 送 電 を 送 電 側 機 器 101に 対 し て 要 求 す る （ F909、 S1010） 。 そ し て 、 NFC通 信 に よ る デ ー

タ 通 信 が あ る 場 合 は デ ー タ 通 信 を 行 な う （ F910、 S1011） 。 送 電 側 機 器 101は 、 送 電 要 求 を

受 信 す る と 、 要 求 さ れ た 送 電 出 力 値 (Tx1)で の 出 力 で 送 電 を 所 定 時 間 T2（ 図 2の T2） 行 う （

F911、 S1012） 。 以 降 、 受 電 側 機 器 102の 充 電 が 完 了 す る ま で 、 NFC通 信 と 送 電 と を 交 互 に

切 り 替 え る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 送 電 期 間 中 ま た は NFC通 信 期 間 中 に 送 電 側 機 器 101の 上 に 金 属 物 等 の 異 物 が 置 か れ 、 送 電

期 間 に 移 行 し た 場 合 （ F912、 S1013） 、 受 電 側 機 器 102の 受 電 部 801は 、 異 物 に よ る 影 響 が

あ る 場 合 に 受 電 電 力 に 変 動 が あ る こ と を 認 識 す る （ S1014） 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 受 電 側 機 器 102は 、 電 力 伝 送 認 証 の 時 の 送 電 出 力 値 (Txauth； 微 小 出 力 )に よ る 送 電 を 送

電 側 機 器 101に 対 し て 要 求 す る （ F913、 S1015） 。 な お 、 こ の 時 送 電 時 間 を 短 縮 す る よ う に

要 求 し て も よ い 。 送 電 側 機 器 101は 、 要 求 を 受 信 す る と 、 要 求 さ れ た 送 電 出 力 値 (Txauth)

で 送 電 を 行 う （ F914、 S1016） 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 受 電 側 機 器 102か ら の 電 力 伝 送 認 証 の 時 の 送 電 出 力 値 (Txauth；

微 小 出 力 )に よ る 送 電 の 要 求 を 受 信 し た 後 、 送 電 側 機 器 101は 要 求 さ れ た 送 電 出 力 値 (Txaut

h)に よ る 出 力 で の 送 電 を 行 う よ う に し た が 、 受 電 側 機 器 102か ら 、 NFC通 信 を 行 な う 所 定 の

期 間 に 送 電 出 力 値 を 示 し た 送 電 の 要 求 を 送 電 側 機 器 101が 受 信 し な か っ た 場 合 、 電 力 伝 送

認 証 の 時 の 送 電 出 力 値 (Txauth； 微 小 出 力 )に よ る 送 電 を 行 な う よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 受 電 側 機 器 102は 、 切 替 部 806に よ り 受 電 部 801と の 接 続 経 路 へ の 切 り 替 え を 行 い 、 受 電

部 801で の 受 電 電 力 を A/D変 換 器 805に よ り デ ジ タ ル 値 に 変 換 し て Host制 御 部 808に 送 る 。 Ho

st制 御 部 808は 、 当 該 受 電 電 力 の デ ジ タ ル 値 を 、 メ モ リ 809に 記 憶 し て あ る 電 力 伝 送 認 証 時

の 受 電 電 力 値 (Rauth1)と 比 較 し （ S1017） 、 所 定 の 閾 値 以 上 の 差 が あ る 場 合 は 異 物 混 入 に

よ る 影 響 で 送 電 さ れ た 電 力 が 受 電 側 機 器 102に 伝 達 さ れ な か っ た と 判 定 す る 。 す な わ ち 異

物 が 混 入 さ れ た と 判 定 し （ S1018） 、 切 替 部 806に よ り NFCチ ッ プ 804と の 接 続 経 路 へ の 切 り

替 え を 行 っ た 後 、 送 電 側 機 器 101に 対 し て 異 物 が 検 出 さ れ た こ と を 示 す エ ラ ー 通 知 を 行 う

（ F915、 S1019） 。 な お 、 送 電 側 機 器 101は 、 受 電 側 機 器 102か ら 要 求 さ れ た 送 電 出 力 値 (Tx

auth)で の 出 力 に よ る 送 電 の 後 、 切 替 部 704に よ り NFCチ ッ プ 702と の 接 続 経 路 へ の 切 り 替 え

を 行 う 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 送 電 側 機 器 101は 、 エ ラ ー 通 知 を 受 信 す る と 、 NFC通 信 に よ り 、 異 物 が 置 か れ た 後 で も NF

C通 信 が 可 能 で あ る か 否 か を 確 認 す る た め に 受 電 側 機 器 102に 対 し て 、 NFC通 信 可 否 の 確 認

を 要 求 す る （ F916、 S1020） 。 な お 、 こ れ 以 降 の 動 作 （ F917～ F920、 S1021～ S1026） は 第 1

実 施 形 態 の 対 応 す る 処 理 と 同 様 な の で 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 電 力 伝 送 認 証 時 に お け る 受 電 側 機 器 102で の 受

電 電 力 を 用 い て 受 電 側 機 器 102で 異 物 を 検 出 す る よ う に し て 、 送 電 期 間 中 に 異 物 を 検 出 し

て も 、 送 電 を 完 全 に 停 止 す る の で は な く 、 NFC通 信 が 可 能 な よ う に 通 信 環 境 を 適 応 さ せ る

こ と が で き 、 NFC通 信 に よ る デ ー タ 通 信 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 （ 第 3実 施 形 態 ）

　 第 3実 施 形 態 で は 、 受 電 側 機 器 102に お け る 受 電 電 力 を 使 用 し て 、 送 電 側 機 器 101で 異 物

検 出 を 行 う 場 合 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 図 11を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 3実 施 形 態 に 係 る 送 電 側 機 器 101の ブ ロ ッ ク 構 成 の 一 例 に つ
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い て 説 明 す る 。 図 11の 送 電 部 1101～ 表 示 部 1111の 各 構 成 要 素 は 、 図 3か ら 異 物 検 出 部 306を

削 除 し 、 代 わ り に 方 向 性 結 合 器 1106お よ び A/D変 換 器 1107を 備 え た も の で あ る 。 各 構 成 要

素 は 図 3に お け る 対 応 す る 構 成 要 素 と 同 様 の 機 能 を 有 す る た め 詳 細 亜 な 説 明 は 省 略 し 、 差

異 点 を 中 心 に 説 明 す る 。 方 向 性 結 合 器 1106は 、 送 電 部 1101か ら の 送 電 信 号 を 、 切 替 部 1104

を 経 由 し て ア ン テ ナ 1105に 送 り 、 ア ン テ ナ 1105で 生 じ る 反 射 に よ る 反 射 電 力 を 出 力 す る 。

A/D変 換 器 1107は 、 方 向 性 結 合 器 1106か ら の 反 射 電 力 を デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 。 Host制

御 部 1108は 、 送 電 部 1101、 NFCチ ッ プ 1102、 イ ン ピ ー ダ ン ス 調 整 部 1103、 切 替 部 1104の 制

御 及 び デ ー タ 処 理 を 行 な い 、 A/D変 換 器 1107か ら の 反 射 電 力 の デ ジ タ ル 値 を 受 信 す る 。 な

お 、 受 電 側 機 器 102の 構 成 は 、 図 8を 参 照 し て 第 2実 施 形 態 で 説 明 し た 構 成 と 同 一 の も の で

あ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 以 下 、 図 12お よ び 図 13を 参 照 し て 、 異 物 が 混 入 さ れ た 場 合 の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 図

12は 、 本 発 明 の 第 3実 施 形 態 に 係 る 送 電 側 機 器 101と 受 電 側 機 器 102と の 間 に 異 物 が 混 入 さ

れ た 場 合 の 対 応 処 理 シ ー ケ ン ス で あ る 。 図 13は 、 本 発 明 の 第 3実 施 形 態 に 係 る 送 電 側 機 器 1

01と 受 電 側 機 器 102と の 間 に 異 物 が 混 入 さ れ た 場 合 の 対 応 処 理 の 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー

ト で あ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 送 電 側 機 器 101は 、 定 期 的 に 受 電 側 機 器 102が 置 か れ た こ と を 検 出 す る た め に リ ク エ ス ト

信 号 を 送 信 す る （ F1201、 S1301） 。 受 電 側 機 器 102は 、 切 替 部 806に よ り NFCチ ッ プ 804と の

接 続 経 路 へ の 切 替 を 行 い 、 NFC通 信 が で き る 状 態 で 送 電 側 機 器 101の 上 に 設 置 さ れ る 。 受 電

側 機 器 102が 送 電 側 機 器 101の 上 に 置 か れ た 場 合 は （ S1301） 、 受 電 側 機 器 102は 送 電 側 機 器

101に 対 し て 応 答 信 号 を 送 信 す る （ F1202、 S1302） 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 次 に NFC通 信 に 必 要 な パ ラ メ ー タ 交 換 を NFCデ ー タ 通 信 に よ り 実 施 す る （ F1203、 S1303）

。 そ し て 、 受 電 側 機 器 102が 非 接 触 充 電 に 対 応 し て い る 機 器 で あ る か を 認 証 す る 電 力 伝 送

認 証 を 行 な う （ F1204、 S1304） 。 こ の 時 、 受 電 側 機 器 102は 、 NFCチ ッ プ 804で の 受 電 電 力

を A/D変 換 器 805に よ り デ ジ タ ル 値 (Rauth1)に 変 換 し て Host制 御 部 808に 送 る 。 電 力 伝 送 認

証 を パ ス す る と 、 Host制 御 部 808は こ の 値 (Rauth1)を メ モ リ 809の 所 定 の エ リ ア に 格 納 す る

。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 次 に 、 送 電 側 機 器 101が 受 電 電 力 値 の 要 求 を 受 電 側 機 器 102に 対 し て 送 信 す る と （ F1205

、 S1305） 、 受 電 側 機 器 102は 、 メ モ リ 809に 格 納 し て あ る 電 力 伝 送 認 証 時 の 受 電 電 力 値 （ R

auth1） を 読 み 出 し 、 送 電 側 機 器 101に 送 信 す る （ F1206、 S1306） 。 送 電 側 機 器 101は 、 受

電 電 力 値 (Rauth1)を 受 信 す る と 、 Host制 御 部 1108が メ モ リ 1109の 所 定 の エ リ ア に 格 納 す る

（ S1307） 。 そ し て 、 非 接 触 充 電 に 必 要 な パ ラ メ ー タ 交 換 を 行 な う （ F1207、 S1308） 。 な

お 、 本 実 施 形 態 で は 電 力 伝 送 認 証 時 に お け る 受 電 側 機 器 102で の 受 電 電 力 を 記 憶 し て い る

が 、 パ ラ メ ー タ 交 換 時 に お け る 受 電 電 力 を 記 憶 し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 パ ラ メ ー タ 交 換 後 、 送 電 側 機 器 101は 、 切 替 部 1104に よ り 送 電 部 1101と の 接 続 経 路 へ の

切 り 替 え を 行 い 、 送 電 部 1101よ か ら 0.5Wの 小 出 力 で 送 電 す る （ F1208、 S1309） 。 受 電 側 機

器 102は 、 切 替 部 806に よ り 受 電 部 801と の 接 続 経 路 へ の 切 り 替 え を 行 い 、 受 電 部 801で の 受

電 電 力 を A/D変 換 器 805に よ り デ ジ タ ル 値 に 変 換 し て Host制 御 部 808に 送 る 。 Host制 御 部 808

は 、 こ の デ ジ タ ル 値 (Rx1)を メ モ リ 809の 所 定 の エ リ ア に 格 納 す る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 そ し て 、 送 電 側 機 器 101が 受 電 電 力 値 の 要 求 を 受 電 側 機 器 102に 送 信 す る と （ F1209、 S13

10） 、 受 電 側 機 器 102は 、 メ モ リ 809に 格 納 し て あ る 受 電 時 の 電 力 値 （ Rx1） を 送 電 側 機 器 1

01に 送 信 す る （ F1210、 S1311） 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 送 電 側 機 器 101は 、 受 電 電 力 値 に 基 づ い て 、 受 電 側 機 器 102に 到 達 す る ま で の 電 力 損 失 量

を 算 出 し 、 受 電 側 機 器 102で 要 求 し た 電 力 値 に 対 し て 、 必 要 な 送 電 出 力 値 を 算 出 す る 。
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【 ０ ０ ６ １ 】

　 次 に 、 受 電 側 機 器 102は 、 電 池 803の 充 電 に 必 要 な 受 電 電 力 で あ る 送 電 出 力 値 （ Tx1） で

の 送 電 を 送 電 側 機 器 101に 対 し て 要 求 す る （ F1211、 S1312） 。 そ し て 、 NFC通 信 に よ る デ ー

タ 通 信 が あ る 場 合 は デ ー タ 通 信 を 行 な う （ F1212、 S1313） 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 送 電 側 機 器 101は 、 当 該 送 電 要 求 を 受 信 す る と 、 要 求 さ れ た 送 電 出 力 値 (Tx1)で 送 電 を 所

定 時 間 T2（ 図 2の T2） 行 う （ F1213、 S1314） 。 送 電 側 機 器 101は 、 送 電 期 間 T2中 に 所 定 の 間

隔 で 方 向 性 結 合 器 1106か ら 出 力 さ れ る ア ン テ ナ 1105で の 反 射 電 力 を A/D変 換 器 1107に よ り

デ ジ タ ル 値 に 変 換 し て 、 Host制 御 部 1108に 送 る 。 Host制 御 部 1108は 当 該 反 射 電 力 の 値 に 変

動 が な い か 監 視 し て い る 。 反 射 電 力 の 変 動 検 出 は 、 例 え ば 反 射 電 力 の デ ジ タ ル 値 を 所 定 の

サ ン プ ル 数 分 取 得 し て 平 均 値 を 算 出 し 、 こ の 平 均 値 と 次 の サ ン プ ル に お け る 平 均 値 と を 比

較 す る こ と で 実 現 す る こ と が で き る 。 以 降 、 受 電 側 機 器 102の 充 電 が 完 了 す る ま で 、 NFC通

信 と 送 電 と を 交 互 に 切 り 替 え る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 送 電 期 間 中 ま た は NFC通 信 期 間 中 に 送 電 側 機 器 101の 上 に 金 属 物 等 の 異 物 が 置 か れ 、 送 電

期 間 に 移 行 し た 場 合 に （ F1214、 S1315） 、 Host制 御 部 1108が 反 射 電 力 に 変 動 が あ る こ と を

認 識 す る と （ F1316） 、 送 電 側 機 器 101は 電 力 伝 送 認 証 の 時 の 送 電 出 力 値 (Txauth； 微 小 出

力 )に よ る 送 電 を 行 な う （ F1215、 S1317） 。 な お 、 こ の 時 送 電 時 間 を 短 縮 す る よ う に し て

も よ い 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 受 電 側 機 器 102は 、 切 替 部 806に よ り 受 電 部 801と の 接 続 経 路 へ の 切 り 替 え を 行 い 、 受 電

部 801で の 受 電 電 力 を A/D変 換 器 805に よ り デ ジ タ ル 値 に 変 換 し て Host制 御 部 808に 送 る 。 Ho

st制 御 部 808は 、 こ の デ ジ タ ル 値 を メ モ リ 809の 所 定 の エ リ ア に 格 納 す る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 次 に 、 送 電 側 機 器 101は 、 切 替 部 1104に よ り NFCチ ッ プ 1102と の 接 続 経 路 へ の 切 り 替 え を

行 い 、 受 電 側 機 器 102に 受 電 電 力 値 の 通 知 要 求 を 行 な う （ F1216、 S1318） 。 同 時 に 、 受 電

側 機 器 102は 、 切 替 部 806に よ り NFCチ ッ プ 804と の 接 続 経 路 へ の 切 り 替 え を 行 い 、 通 知 要 求

を 受 信 す る と メ モ リ 809か ら 受 電 電 力 値 を 読 み 出 し 、 送 電 側 機 器 101に 送 信 す る （ F1217、 S

1319） 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 送 電 側 機 器 101は 、 受 電 側 機 器 102か ら 受 電 電 力 値 を 受 信 す る と 、 Host制 御 部 1108は 、 当

該 受 電 電 力 値 を 、 メ モ リ 1109に 記 憶 し て あ る 電 力 伝 送 認 証 時 の 受 電 電 力 値 (Rauth1)と 比 較

し （ S1320） 、 所 定 の 閾 値 以 上 の 差 が あ る 場 合 は 異 物 混 入 に よ る 影 響 で 送 電 さ れ た 電 力 が

受 電 側 機 器 102に 伝 達 さ れ な か っ た 、 す な わ ち 異 物 混 入 と 判 定 す る （ S1321） 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 そ し て 送 電 側 機 器 101は 、 NFC通 信 に よ り 、 異 物 が 置 か れ た 後 で も NFC通 信 が 可 能 で あ る

か 否 か を 確 認 す る た め に 受 電 側 機 器 102に 対 し て 、 NFC通 信 可 否 の 確 認 を 要 求 す る （ F1218

、 S1322） 。 送 電 側 機 器 101は 、 受 電 側 機 器 102か ら の 受 電 電 力 値 が 所 定 時 間 経 過 し て も 受

信 で き な い 場 合 に も NFC通 信 可 否 の 確 認 を 要 求 し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 な お 、 こ れ 以 降 の 動 作 （ F1219～ F1222、 S1323～ S1328） は 第 1実 施 形 態 の 対 応 す る 処 理

と 同 様 な の で 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 電 力 伝 送 認 証 時 に お け る 受 電 側 機 器 102で の 受

電 電 力 を 用 い て 、 送 電 側 機 器 101で 異 物 を 検 出 す る よ う に し て 、 送 電 期 間 中 に 異 物 を 検 出

し て も 、 送 電 を 完 全 に 停 止 す る の で は な く 、 NFC通 信 が 可 能 な よ う に 通 信 環 境 を 適 応 さ せ

る こ と が で き 、 NFC通 信 に よ る デ ー タ 通 信 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 な お 、 上 述 の 各 実 施 形 態 で は 、 送 電 側 機 器 と 受 電 側 機 器 と に お い て 、 NFCチ ッ プ と 送 電

部 ま た は 受 電 部 と の 間 で ア ン テ ナ と の 接 続 先 を 切 替 部 に よ り 切 り 替 え 、 1つ の ア ン テ ナ を
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共 用 し て NFC通 信 と 非 接 触 充 電 と を 行 な う 場 合 を 例 に し て 説 明 し た が 、 NFC通 信 と 非 接 触 充

電 用 に 各 々 ア ン テ ナ を 設 け て も よ い 。 こ の 場 合 は 、 非 接 触 充 電 を 行 な う た め の 送 電 で 使 用

す る 周 波 数 を NFC通 信 の も の と 異 な る も の に す る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 （ そ の 他 の 実 施 形 態 ）

　 ま た 、 本 発 明 は 、 以 下 の 処 理 を 実 行 す る こ と に よ っ て も 実 現 さ れ る 。 即 ち 、 上 述 し た 実

施 形 態 の 機 能 を 実 現 す る ソ フ ト ウ ェ ア （ プ ロ グ ラ ム ） を 、 ネ ッ ト ワ ー ク 又 は 各 種 記 憶 媒 体

を 介 し て シ ス テ ム 或 い は 装 置 に 供 給 し 、 そ の シ ス テ ム 或 い は 装 置 の コ ン ピ ュ ー タ （ ま た は

Ｃ Ｐ Ｕ や Ｍ Ｐ Ｕ 等 ） が プ ロ グ ラ ム を 読 み 出 し て 実 行 す る 処 理 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ ２ 】

101… 送 電 側 機 器 、 102… 受 電 側 機 器 、 103… 金 属 等 の 異 物 、 301… 送 電 部 、 302… NFCチ ッ プ

、 303… イ ン ピ ー ダ ン ス 調 整 部 、 304… 切 替 部 、 305… ア ン テ ナ 、 306… 異 物 検 出 部 、 307… H

ost制 御 部 、 308… メ モ リ 、 309… ア プ リ イ ン タ ー フ ェ イ ス 部 、 310… 表 示 部 、 401… 受 電 部

、 402… 充 電 制 御 部 、 403… 電 池 、 404… A/D変 換 器 、 405… NFCチ ッ プ 、 406… 切 替 部 、 407…

ア ン テ ナ 、 408… Host制 御 部 、 409… メ モ リ 、 410… ア プ リ イ ン タ ー フ ェ イ ス 部 、 411… 表 示

部 、 1106… 方 向 性 結 合 器

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

10

40



(13) JP  2015-154159  A   2015.8.24
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】



(14) JP  2015-154159  A   2015.8.24

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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